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棚底地区振興会

 
４
月
１
４
日
（
木
）
倉
岳
多
目
的
研
修
集
会
施

設
に
お
い
て
、
平
成
２
８
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
 

 
役
員
・
部
会
員
な
ど
６
８
名
中
、
６
１
名
（
う

ち
委
任
状
４
名
）
が
出
席
し
、
平
成
２
７
年
度
事

業
経
過
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
、
役
員
改

選
、
平
成
２
８
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
（
案
）

な
ど
５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
 

 
役
員
改
選
で
は
、
松
高
会
長
、
稲
田
副
会
長
は

留
任
、
田
中
隆
光
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
稲

津
千
明
さ
ん
が
副
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
外
、
会
長
の
任
命
で
事
務
局
長
に
山
下
さ

ん
、
役
員
会
で
監
事
に
木
村
さ
ん
、
坂
元
さ
ん
を

選
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
裏
面
参
照
）
 

 
ま
た
、
主
な
事
業
で
は
棚
底
探
検
ウ
ォ
ー
ク
を

四
月
（
熊
本
地
震
で
中
止
）
に
、
天
草
最
高
峰
倉
岳

ウ
ォ
ー
ク
は
、
十
一
月
の
紅
葉
の
季
節
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
 

 
総
会
も
無
事
終
わ
り
、
新
た
な
体
制
で
十
一

年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
承

認
さ
れ
た
事
業
を
通
じ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
棚

底
を
め
ざ
し
て
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

深
化
を
め
ざ
し
て
 

 
振
興
会
広
場
か
ら
見
る
倉
岳
の

峰
々
は
、
新
緑
が
映
え
、
そ
の
成
長
が

目
に
見
え
る
よ
う
で
、
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
相
応
し
い
本
当
に
い
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
は
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
い
い
国
だ
と
感
嘆
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
 

 

 
さ
て
、
四
月
十
四
日
に
棚
底
地
区

振
興
会
の
二
十
八
年
度
総
会
が
開
催

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
更
に
二
ヶ
年
、
会

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 
と
こ
ろ
で
振
興
会
も
現
在
の
体
制

に
な
っ
て
十
一
年
目
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
積
み
重
ね
て
き
た
実

績
を
基
に
活
動
事
業
を
深
化
さ
せ
る

時
期
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

 
あ
る
機
会
に
聴
い
た
言
葉
に
「
花
も

実
も
根
の
力
な
り
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
根
を
土
地
に
し
っ
か
り
張
り

な
が
ら
養
分
を
吸
収
し
、
地
上
部
の

葉
や
茎
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
期
待

さ
れ
た
結
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
 

 
私
は
、
大
切
な
根
を
支
え
る
土
地

を
創
ら
な
い
と
仕
事
は
出
来
な
い
と

思
い
ま
す
。
農
家
の
方
は
勿
論
、
花
づ

く
り
な
ど
ビ
ギ
ナ
ー
の
方
も
そ
の
こ

と
を
認
識
し
た
上
で
土
造
り
に
取
組

ん
で
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

 
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
振
興
会
の

土
創
り
、
地
力
創
り
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

棚
底
地
区
振
興
会
長
 
 

議長に選出され、議事を進行される入口体育部会員 「就任あいさつ」で抱負を語られる松高会長 

緊
張
し
た
面
持
ち
で
総
会
に
臨

む
部
会
員
＝
４
月
１
４
日
 

松
高
 
文
武
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　人口動静

世　帯　数 人　　口

３月末 ４月末

454（-3）

３月末

1,079

737（+2）

棚　底 487 488（+1） 1,141 1,134（-7）
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1,072（-7）

合　計 1,238 1,236（-2） 2,955 2,943（-12）

宮　田 457

主な行事予定 

５月１５日（日）倉中体育大会          
      
５月２２日（日）倉小運動会 
 

６月 ５日（日）一日一汗運動 
      
６月 ５日（日）公民館全体講座・開講式  
                        （地震のため中止）     

 過日発生した熊本地震により、熊本城など県内多数の文化財に大きな

被害が出ました。被災による惨状と今後の再建への苦労を考えると胸が

痛みます。 

 幸いにも本市では、文化財被害は少なく、棚底城跡も被災を免れ、天草

の地盤を利用して築いた「土の城」の強さが再認識されました。 

 棚底城をはじめ、各地に城を築いた天草五人衆は、小西行長からの宇

土築城協力要請を拒否した際、「自分たちも似合いのかきあげ城を持ち、

メンテナンスで忙しいのだ」と啖呵を切っています。 

 秀吉家臣達による石垣づくりの城の登場で時代遅れになりつつあった

土を「かきあげ」て造った山城は、意外にも堅固なものでした。一見、地味

な山城も土の城壁（切岸）や土塁など、随所に城づくりへのこだわりが見ら

れ、特に棚底城跡は、天草で最もその痕跡が残っている城郭です。 

 まだ、ご覧になったことのない方は、ぜひ一度足を運んで見て下さい。 

                          （天草市文化課  中山） 
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大
地
震
発
生
 

 
４
月
１
４
日
、
１
６
日
の

震
度
７
を
記
録
す
る
未
曾

有
の
大
地
震
に
よ
り
益
城

町
な
ど
県
下
各
地
に
壊
滅

的
な
打
撃
を
与
え
、
今
な
お

余
震
に
怯
え
な
が
ら
の
復

旧
、
復
興
作
業
が
続
い
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ん
の
心
情
を
考
え
る
と
胸

が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

考
慮
し
、
探
検
ウ
ォ
ー
ク
」

を
中
止
し
ま
し
た
。
 

 

 
過
去
最
高
１
６
０
名
の

参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
大

会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
 

満開のアイララトビカズラ＝５月１日 

（
敬
称
略
）
 

土塁 

Ⅰ郭の切岸（城壁） 

Ⅰ郭 


